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Ⅱ 平成 25 年度 厚生労働省保健指導支援事業 

保健指導技術開発事業 実施報告 
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準備 （P8～10参照）

■検討事例の決定
・事例提供者は、事例提供の準備をする

※資料は事例提供者の手元資料とし、参加者に配付しない

■参加者と日程の決定
・少なくとも5名以上のグループで実施する
・事例の関係者が参加できるように調整する
・参加者を決定し、役割分担する（ファシリテーター、板書係を決定する）

※役割に就いた人は、当日までに各々の役割に応じて準備を進める

・事例検討会当日の検討時間を十分に確保する（1時間程度）

■場所/会場の決定と物品の準備
・個人情報保護の観点から、適切な会議室等を準備する
・ホワイトボード2台を前方に設置し、半円を描くようにイスを並べる
・必要物品を確認し準備する

※ホワイトボードのマーカー（できれば3色以上）の下書き具合を確認する

※終了後の記録用（板書の記録用）にデジカメ等を準備する

板書（ホワイトボード）を使うメリットとは？
①議論を“空中戦にしない” ②当事者意識を高め、より良い結論をもたらす

STEP1：導入 （P10～12参照）

■挨拶、短めに自己紹介をする

■所要時間の確認をする

■事例の“骨格”と事例提供の理由を共有する
・ファシリテーターが事例の“骨格”と事例提供の理由を簡潔に説明し共有する

※事例提供者はファシリテーターと事例概要について事前に共有しておく

■ファシリテーターがグラウンドルールを説明する

ポイント①
グラウンドルールは、毎回
確認する

なぜ全員で所要時間を確認するのか？

事例の“骨格”とは？

＜グラウンドルール＞
＊事例はみんなで考え全員が発言する
＊誰かを責める会にしない
＊人の話はさえぎらない
＊事例提供者の支援内容を否定/批判しない
＊ファシリテーターの指名には応える
＊事例提供者をねぎらう
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STEP2：事例紹介 （P13～14参照）

■事例提供者が事例の概要を説明する
・事例の全体像を要約し、家族状況、経過・現状を5-10分程度で説明する

事例概要を正確に伝えるためには？ ポイント②
要点を絞り短時間で伝える

STEP3：情報の整理①② （P15～16参照）

事例に関するすべての情報を把握しないと支援できない？

■事例提供者からの情報を概観し、参加者全員で、情報を「事実」と
「想像・印象」に整理、分類する（情報の整理①）
・質疑応答によって、事例の全体像を共有する

■追加情報を確認し、新たな情報について、「事実」「想像・印象」
「不明点」に整理、分類する（情報の整理②）

ポイント③
事実に基づいてアセスメント
するために情報を整理する

■事実から現状を評価し、今後どのようなことが危惧されるか意見を
出し合う
・そのアセスメントに至った事由（情報）を添えて発言する

■以下の視点等から事例を捉え、意見を出し合う
・生活を支える視点
（生活歴、家族状況・居住環境・制度の利用状況等の社会的側面、経済的側面など）

・医療的側面
（身体/精神/知的機能、既往歴、現病歴、受診/内服状況、症状など）

・心理的側面（受け止め/思いなど）

・事例の「強み」（できていることや社会的なサポートなど）

STEP4：アセスメント （P17～19参照）

なぜアセスメントは必要なの？

ポイント④
参加者全員が、
アセスメントを言語化する
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STEP5：確認すべき情報の整理 （P19参照）

もう一度確認すべき情報を整理する意味は？

■「想像・印象」「不明点」から確認すべき情報を整理する

■アセスメントの妥当性を担保するために、今後さらに必要な情報
を確認する

ポイント⑤
アセスメントと確認すべき情報の整理
を積み重ね、支援の方向性を導く

アセスメント

確認すべき情報
の整理

支援の方向性と

役割の確認

■事例の目標（短期目標・長期目標）を検討する
・これまでのSTEPを経て事例がどうなりたいと思っているかを改めて確認する

・支援者として、事例がどうなることを目指すのかを考える

■具体的な支援策を検討し、確認する
・実施可能で、具体的な支援策を考え決定する
・支援策が多岐に渡る場合は、適宜優先順位をつける
・活用できる既存の社会資源や、新たに必要な社会資源は何かを検討する

STEP6：支援の方向性と役割の確認 （P20～22参照）

ポイント⑥
事例がどうなりたいと思っているか、その上でどうなることを目
指すのか、を考えるときの主語は“事例”

ポイント⑦
どのような支援をするのか、を考えるときの主語は“支援者”
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■今後の役割分担とその手法を具体的に検討し、決定する
・誰が、いつまでに、何をどうするか、を決定する

STEPはもう戻れない？

ポイント⑧
支援者の役割分担を明確にし、
具体的な行動に移していく

事例をみると地域が（も）みえる？

地域

家族

政策

事業

STEP7：振り返り（評価） （P23参照）

■参加者全員で事例検討会の感想を共有する
・必ず、事例提供者の事例提供のねらいが達成されたかを確認する

■個人情報保護、守秘義務について確認する
・記録する場合は、すべて匿名（イニシャル）とする
・資料配付した場合は、破棄するか、持ち帰る場合は保管に留意する

■次回の事例検討会の日程等を確認する

■事例提供者は、事例検討会の内容を記録に残し、保存する
・板書内容を写真に撮る、もしくは書き写すなどして保存する

事例検討会終了後 （P23～24参照）

■事例検討会の結果を活かし、実践後、適宜経過を報告する
・事例検討会の結果（アセスメントや支援の方向性）が妥当だったかを検討する

■事例検討会を繰り返し実施する
・可能な限り、定期的に開催する（月1回開催する等）

繰り返し実施すると得られるものは？
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そうだ！事例検討会をやろう！

平成25年度  厚生労働省
保健指導支援事業  保健指導技術開発事業  報告書

平成26年3月  公益社団法人  日本看護協会

“実践力　   事例検討会”
～みて・考え・理解して～
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